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左から間に、ユーディ ・メニューイン、アルテュール・グリュミオー、ダヴィッド .オイス トラフが

それぞれのボーイングを比ぺているところ。エチェンヌ・ ヴァトロの所蔵写真 (1960年頃）

c2002. R.Kayaert/Droits SOFAM 



Fritz Kreisler 
(1875-1962) 



＇使用楽器

クアルネリ・デル・ジェス (1733年）

現在はワシントン・ライプラリー・オプ・コングレスに1呆管されている。

グアルネリ・デル・ジェス (1735年）

グアルネリ・デル・ジェス (1740年）「タイガー」

その後ペンノ ・ラビノフ所有となった。

」.B. ヴィヨーム (1845年）

クライスラーはヨーゼフ・ハシッドに貸し与え、現在はキム・ヨンウク

所有。

ストラデイヴァリ (1728年）「グルヴィル」

ストラデイヴァリ (1733年）「クライスラー」

プロニスワフ・フーペルマンとヨハンナ • マルツィの手に渡った。

ストラデイヴァリ (1711年）「アール・オプ・プリムス」

現在、ロサンゼルス ・フィルハーモニー管弦楽団が所有。

ストラデイヴァリ (1727年）「ハート」

その後ジノ・フランチェスカッティが使用、次いでサルヴァトーレ・アッ

カルドが使った。

ストラデイヴァリ (1732年）「バイヨ」

ピエール ・バイヨとウジェーヌ・ソゼの所有となった。

ストラデイヴァリ (1734年）「ロード・アマスト・オブ・ハックニー」

メイ・ハリソンとペンノ ・ラピノフも演奏した。

ピエトロ・グアルネリ（マントヴァ、1707年）

1967年にカール・アリス（ジュリアード弦楽四重奏団の第ニヴァイオ

リンだった）が購入した。

カルロ・ペルゴンツィ

のちにイツァーク ・パールマン所有となった。

アレッサンドロ・ガリアーノ

ジョヴァンニ・グランチーノ

グラン・エ・ペルナテル

フリ ッツ・クライスラー I24 



ダニエル・パーカー (1720年）

■著作

＂『壕での四週間～あるヴァイオリニストが見た戦 争』

(Houghton Miffin Company / 191 5年／ポストン、ニューヨーク）

O CD-ROM 
[No.1]クライスラー：美しきロスマリン

フランツ・ルップ （ピアノ ）/ 1938年2月15日録音/ Gramophone 

DA1627 / EMI CDH 7 64701 2. に再収録/ (1'58) 

混じりけなしのウィーンの魅力を、ヴィルトウオーソであり作曲もすると

いう芸術家としての伝統を受け継ぐ最後の一人の演奏で楽しめる。つねに

柔軟な弓使い、そして優美なヴィブラートで自然に支えられている音とき

たら、天国からまつすぐに聞こえてくるようだ。

[No.2]シューペルト：ヴァイオリンソナタイ長調 Op.162「二重奏曲」

第 1楽章

セルゲイ・ラフマニノフ （ピアノ）/ 1928年12月20日録音／ピクター

8216/8. / Biddulph LAB 001-3. に再収録/ (6'16) 

セルゲイ・ラフマニノフとの伝説的なデュオによって残された録音の一つ。

2s Iフリッツ ・クライスラー



Jan Kubelik 
(1880-1940) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1687年）「プロックj

ストラデイヴァリ (1713年）「サンシー」

現在はイヴリー・ギ トリスが所有。

ストラデイヴァリ (1715年） 「アラード」

デルフィン・アラー ドの所有楽器でもあった。

ストラデイヴァリ (1715年）「エンペラーj

しばらく塩川悠子が使つていた。

GBグアダニーニ (1750年）

グアルネリ・デル・ジェス (1735年）「タウンリー」

フランツ ・フォン ・ヴェチェイ、マイケル ・レーピンの手にわたり、チョ

ン・ キョンファの手元へと移った。

O CD-ROM 
[No.3]ヴィエニャフスキ：「モスクワの思い出」 Op.6

ピアパ彗奏付/ 1934年録音/ ELEC R 431 /再収録Pea「IBVA I/ 

(3'36) 

きわめて個性的な解釈。19世紀の伝統に則つて奔放かつ創意に満ちた演奏と

なっている。

31 Iヤン ・クーペリック



Jacques Thibaud 

WITH SYMPHONY ORCHESTRAS 

HEW YORK PHILHA貴MONIC-SYMPHONY

,'The .how wu M,. Th;b● ,d',, the g,and t● ,hn;c;en 
● nd riyl;,t, the e,Hri to h;, ""? ●'t;pふ●nd the 
m"'西enwho In● w how to b,eat● ● h,mon .,., ● 

;nto• v;。6n"
● rwro● , wom-rru『●員鼻M

PHILADELPHIA OICHESTIA 

"An•.thent;c•nd ,ensa;,e Mo,a,t 吋• such•• 
... 『●,oly hean," 

CHICAGO SYMPHONY ORCHESTRA 

"Th;b● ud ceptu,es ,ud;e,ce—h;, ;, • P● t6doo eod 
• peoel,af;ng erl→ ,;ve,sal ;, a, comp,ehoos;o, 
... somath;ng oeve, to fo『get."

SAN FRANCISCO SYMPHONY ORCHESTRA 

"One m● y go, Iii● time without h●● ,ing• Mo, ●"  

pe,f o,manc● ●● ● ,qu,.,t● ● , Thibaud'ヽ＂
S鼻.,● A#C,.CO CH● OHICU 

LOS ANGELES PHILHARMONIC ORCHESTRA 

"Th;baud'● 『●●pp●●9●心..~goal Iロ・ fremeodous
ova+;o, ... ;,d●● da伍umphaotev● ,t." 

LOS鼻HGflfS'IHU

DETROIT SYMPHONY ORCHESTRA 

"Both aud;en<e and c,chest,a ,o,e ;n .. lute ... Fo, 
Th;baud had ju.t p『••;ded ove,ybody ;n th● h•II 
咄h• fonal lenon ;n how Mo,a,i ,hould ba pe,-
fo,med on the v;ol;n." 

(1880-J 953) 

IN RECITAL -CARNEGIE HALL, N. Y. 
* "Amee, 戸,;● nee lo, ● ..  ゥの." 

HEWfO .. flWfS 

* "A g,eel erlid who , eし,on hi, in,ln,m● nl with the 
呻 domof e philo,opにendthe I心 domof• true 
libe『●I." 

••wro" ,os, 
* "The occ● ,ioo "•• parlic,l.,rly memorable." 

H<wro" H<W••• 員"""'
* "One of the g『●●I mu,ician, of ou, time.'' 

HEW rou wo"o-m,ouw 

1949-50 NOW BOOKING 

NCAC NATIONAL CONCERT AND ARTISTS CORPORATION・711FIFTH AVE., NEW YORK 22, N. Y, 
Ma,I, lev;,e 11,IJ~i• Pi••。 0. 0. Bollo吊

..... .. MU51CA< AMI● ICA 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1709年）「バイヨ」

ピエール ・バイヨとウジェーヌ ・ソゼの所有楽器だった。飛行機事故で

失われた。

ストラデイヴァリ (1714年）「ペルー」

のちにダヴィッド ・オイス トラフ、次いでヴァレリー・オイス トラフの

使用楽器となった。

ストラデイヴァリ (1716年）「コロッサス」

ジョヴァンニ ・バッティスタ・ヴィオッティとピエール・ バイヨの所有

楽器だった。現在はルイージ・アルベルト・ピアンキの使用楽器。

カルロ・ペルゴンツィ

ウジェーヌ ・イザイの所有楽器だった。

フランソワ＝ルイ・ピック

ウジェーヌ・イザイの所有楽器だった。現在はジャン＝ピエール・ヴァ

レーズの使用楽器。

ジャン＝バティスト・ヴィヨーム (1730年）「モンタニャーナ」

現在はシュエ・ウェイの所有となっている。

O CD-ROM 
[No.4]フランク：ヴァイオリンソナタイ長調第 1楽章

アルフレッド・コルトー （ピアノ）/ 1929年5月28日録音／グラモフォ

ンDB1347/50/再収録EMITOCE7311-20 / (6'27) 

鋭敏な感覚の響き、哀切、柔軟な流れによってつくりだされる陰影。極上の魅

力と個性にあふれ、演奏者の洗練と人生への愛が透けて見える。

[No.4]サン＝サーンス：「ノアの洪水」 Op.45前奏曲

ジョルジュ・ド・ロスネ （ピアノ） / 1929年5月29日録音／グラモフォ

ンDB13338 /再収録EMITOCE 7311-20 / (3'27) 

この《前奏曲》によって初めてティポーはパリの聴衆の注目を引いた。

39 Iジャック ・テ ィポー



Georges Enesco 
(1881-1955) 

Present Exel u si vel y for Season 1938, 1939 
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Worlcl Famous Composer • Conductor• Violinisヽ
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Final Appearance this Season as Soloist on Ford Sunday Evening Hour, APRIL 10th 

Returning to America Jan. 1, 1939 



、使用楽器

グアルネリ・ デル・ ジェス (1736年）

ストラデイヴァリ

O CD-ROM 
[No.6]ショーソン ：詩曲 Op.25

ザンフォルト ・シュリュ ッセル （ピアノ）/ 1929年録音／コロンピア

50273/74 D/再収録 MusicaMemo「ia30322 / (15'41) 

知的なエモーションと官能が融合し、エネスコならではの生命力を感じさせ

るフレージングとなっている。 音楽を通じてのコミュニケーションにもっと

も心を砕いていることがうかがわれる。

ジョルジュ・エネスコ I46 

1, 



Bronislaw Huberman 
(l882-1947) 

/見~~r~三五
ぇ←~c"~ 諺“三
/.1. ク・ヲ／



;使用楽器

ストラテイ ヴァリ (1712年）「シュライパー」

ヘンリク ・ヴィエニャフスキの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1713年）「ギプソン」

1936年に盗まれ、 1987年に見つかった。その後ノーバート・プレイ

ニン （アマデウス弦楽四重奏団の第ーヴァイオリンだった）の所有となっ

たが、2001年からジョシュア・ ペルの手元にある。

ストラデイヴァリ (1733年）「クライスラー」

フリ ッツ ・クライスラーの所有楽器だったが、 ヨハンナ・マルツィの手

にわたった。

グアルネリ・デル・ジェス (1734年）「ギプソン」

その後はルッジェーロ ・リッチの手を経て、現在は五嶋みどりの演奏楽

器となっている。

■ ~: イルトウオーソのアトリエ』(1912年）

「ヨーロ ッパでの我が道程』(1925年）

0 CD-ROM 
[No. 7]エドウアール・ラロ ：スペイン交響曲 Op.21第3楽章

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 ジョージ・セル指揮/ 1934年

6月20日ー 22日／コロンピア 68288/90-D/再収録 TheClassical 

Collector FDC 2003 / (6'07) 

物憂げにたっぷりと歌わせるヴァイオリン。常軌を逸したイマジネーション

を映しだす音楽で、人によっては心惹かれると同じくらい面食らうであろう

精神性と感傷を色濃くまとっている。

プロニスワフ ・フーペルマン Is2 



Albert Sammons 
(1886-1957) 

トラファルガー広場の戦車の上のアルバー ト・サモンズ (1916年頃）

cBrian Seed /しebrechtMusic & Arts 



＇使用楽器

G. B. グアダニーニ

ラン ドルフィ

ゴフリラー

グアルネリ・テルジェス

ストラデイヴァリ (1704年）「サモンズ」

ストラデイヴァリ (1721年）

W.W. コペット所蔵

O CD-ROM 
[No.BJエルガー：ヴァイオリン協奏曲ハ短調 Op.61第3楽章

ニュー ・クイ ーンズ・ホール菅弦楽団（ヘンリ ー• ウッド指揮）/ 1929 

年3月18日録音／コロンピア L2346/51 /再収録ナグノス 8.110951

/ (9'27) 

この曲でサモンズはイギリス音楽におけるチャンピオンとなり、コンサート

で弾いた回数は百回以上にのほる。詩情の見本。文旬のつけようがない様式

感だ。

s9 Iアルパート ・サモンズ



Efrem Zimbalist 
(1889-1985) 

ST 

置渾三詞璽□環 三狐＝
9↓ • ·-- · •"· '"' 

....... 



、使用楽器

ロレンツォ・グアダニーニ (1743年）

G. B. グアダニーニ (1775年）

のちにルイス ・カウフマンの所有楽器となった。

ストラデイヴァリ (1715年）「ティティアンJ

のちにアルテュール ・グリュミオーの所有楽器となった。

ストラデイヴァリ (1727年）

ストラデイヴァリ (1735年）

O CD-ROM 
[No.9]プラームス：ヴァイオリンソナタ第3番二短調 Op.108第3楽章

ハリー・カウフマン （ピアノ） / 1930年録音／コロンピア 67786/8

／再収録Do「emiDHR 7739 / (3'07) 

エフレム ・ジンバリスト I64 



Adolf Busch 
(1891-1952) 

ADOLF BUSCH 
WORLD FAMOUS VIOLINIST 

噴.8叫’•匹西 ol lin,, 辿恥~d~ol,西•«•~叫地四cmn、戸ojttbOOof如如心'"心血e
cuccd fM h血心 warmapp,c叫 of地血nu,."一N,wY叫 H"JdT必•••c,Jm匹,, 4, 1940 

"Thぃ心血,..d,,d.-..,..b., and wu Mwudcd by • mu叫..叫-·"―-Bo'1o• Po.,, Nov,m如 25,1919 

＂釦 ,hw,sho, 畑""~"'""贔gocd~匹"-如匹血n咄 hwhid, he rommun;n,, ィ1地心畑血1叩 ny
,llotc=≪ 心 d10 he曇<m<M"'血...凸 ...,;ogonly血血mcru<a≪h,cctu<al d, 如 of恥．＇’

Bo,to• T, ● mcripヽ，N-,mb"25, 1939 

"A pwuy血-如≪wl吟 rombin.d,rid, m, ~pc血 mnが'"出;p,J,心 y,h;,, wo.k.d w叩 den."
N,wY叫 T;m,ヽ， D≪om如 17,1919 

MR. BU.¥CH APPEARS IN SOLO RE01Af..., IN JOINT REOTAL WITH 
RUDOLF SERKJN AND WITH HIS OWN BUSCH QUARTET 

..._.,_, • N記心TISTSSEllVICE • RCA 四、， N~Y叫 . Ge叩.......Din≪M 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1716年）「シュトウッキ」

ストラデイヴァリ (1732年）「ヴィーナー」

のちにピーナ ・カルミレッリの所有楽器となった。

O CD-ROM 
[No.1 OJシューマン：ヴァイオリンソナタ第 1番イ短調Op.105第2楽章

ルドルフ ・ゼルキン（ピアノ ）/ 1937年 10月9日録音/HMV

DB3371/72 /再収録 EMICDS7 54374 2 / (3'48) 

ブソシュとゼルキンの 1920年の出会いは、結婚にたとえてもいいかもし

れない。二人のデュオは彼らの生前、すでに伝説だった。このシューマンの

ソナタでは、二人の音楽的な対話と心が通じあった様子、音楽の意図の継

続、互いに耳を傾けあう細心の心意気が、聴く者の心を打ち、敬意の念を抱

かずにいられない。

アドルフ・プッシュ I70 



Mischa Elman 
(1891-1967) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1703年）「シューフス」

ストラデイヴァリ (1721年）

のちにヨゼフ ・スークの所有楽器となった。

ストラデイヴァリ (1722年）「ブルームフィールド」

ヴィリ ー・ プルメスターとヨーゼフ ・ヨアヒムの使用楽器だった。

ストラテイヴァリ (1727年）「マダム・レカミエ」

ストラデイヴァリ (1735年）「サマズイユ」

のちにレジス ・パスキエとウート・ウーギの所有楽器となった。

ニコロ・アマティ

O CD-ROM 
[No.11]チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲二長調 Op.35第2楽章

ロンドン交響楽団（ジョン・バルビローリ指揮） / 1929年 12月19日

-20日/HMV 1405/8 /再収録 PearlGemm CD9388 / (6'40) 

現在、ミッシャ ・エルマンのヴァイオリンを聴くと、十月革命以前のペトロ

グラード（サンクト・ペテルプルク）の写真を眺めるような感慨を抱かずに

はいられない。豪奢、煙びやか、涙の滴。いまや永遠に失われた文化そのも

のだ。チャイコフスキー 《ヴァイオリン協奏曲》の音色には思わず涙を誘わ

れる。この曲こそエルマンが長らく「自分の曲」と見なしていた作品だ。

[No.12]アクロン：ヘプライの旋律 Op.33(アウアー編曲）

ジョゼフ・ザイガー（ピアノ） / 1956年三月録音／ロン ドン LL

1467 /再収録テスタメント SBT41344 / (6'01) 

イディッシュの民族音楽をエルマンはことさらに愛した。エルマンならで

はの自在なテンポ、激しい熱情、自然なインスピレーションは、圧倒的に豊

潤な響きとなって結実し、中央ヨーロッパで幾世紀も受け継がれてきたユ

ダヤの伝統をあらためて見せつける。

ミッシャ・エルマン I78 



~&lma«, ll••h• pook of h;, tor●● ,, lhe world-ronowned ,;ol;n;,t ;, lodoy 
mor● lops than● m . Pouring ;n f『omall parts of lhe ,ounlry、

aud;enm and ,riti<s jo;n ;n unon;mou, agreemenl, "NEVER MORE 
MIRACULOUS AND GREAT." 

From lhe Ume of h;, Amori,an dobut ;n 1908, al lhe ag● of 17, 
when ho sw● pl tho ,ounlry end to end w;oh lhe glory of Ms ,;onn 
g,n;u, lhe ga,e 21 ,on<erts In New York alone, a r● tord whkh hos 
remo;ned ,oHtory ond un;qu●1、lolhe tounlle重$WO『Idlour,, wh;,h 
ho,e mode h;s nomo a hou,ehold wo,d ;n● very ,om● r of lhe world, 
Mlstho Elman has no, ● rb●● n anything but tops. 

The woy ;n whi<h M;uho Elm口n
; stop, today, however, i• ,;ngu-
lorly spetlol. It ;, • top, whlth 
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and g,own ond molり『edwilh 
lhe yeo,., The old gloriou, 
"Elmon lone" ;, reveloUon to 
new oud•n< • , and a ,on,lonl 
d● o;ght lo tho old; a, ;, lho 
b,;ll;onl te,hn;, and y;gor ond 
dy心 m;,fl;ght、now,ombined 
w;th o new ,plrituol strenglh, 
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-N. Y. Wotld-T●I●● ,om, Jon. 7, 1944 

"MISCHA ELMAN WINS OVATION" 

791 ミッシャ・エルマン

-<:h『lotionSd● "'● Monito,、Jon.3, 1944 
"POTヽNTIS THE lLOQUENCE OF MISCHA ELMAN'S VIOLIN" 

—Chi,090 Now,、Jon.14, 1944 

-Chi<ogo T『ibun●、』on.12, 1944 



Joseph Szigeti 
(1892-1973) 

MmfoM'"" N,Oi_l Coourt , .... Artloh C.,p. • AIIHd H. Monoo. PNo/d,•O• M, .. , la•I••• DIHdo, Cooud D~h"'• 
111 flhh A"""• Now Yo,k 



/使用楽器

マントヴァのピエトロ・グアルネリ

グアルネリ・デル・ジェス

ストラデイヴァリ (1724年）「ルートヴィヒ」

G. B. グアダニーニ

-~:~ よせて』(1947年）

『ヴァイオリニストのノートプック』(1964年）

『ペートーヴェンのヴァイオリン ・ソナタ』(1965年）

『シゲティ・オン ・ザ ・ヴァイオリン』(1970年）

O CD-ROM 
[No.13]プロコフィエフ：ヴァイオリン協奏曲第 1番二長調 Op.19

第 1楽章

ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団 （ト ーマス ・ピーチャム指揮）

/ 1935年8月23日録 音 / HMV LX 433-35 / 再収録 EMICDH 

53452 2 / (9'1 7) 

プロコフ ィエフはシゲティを 自作品の最良の理解者と見なしていた。こ

こで聴くことができる演奏こそ、 1935年にシゲティが世界初で録音した

《ヴァイオリン協奏曲二長調》であり、胸をえぐるような歌心と熱のこもっ

た雄々しさは、強い感情を喚起する力に満ちている。

[No.14]ペルリオーズ ：夢とカプリース Op.8

フィルハーモニー管弦楽団（コンスタント・ランバー ト指揮） ／

1946年8月26日録音／コロ ンピア 72869D /再収録 LysDANTE 

084 / (9'08) 

シゲティが蘇演したおかげでヴァイオリンのレパー トリーに復活した楽曲

である。

s? Iヨーゼフ・シゲティ



Franz Von Vecsey 
(1893-1935) 



＇使用楽器

グアルネリ・デル・ジェス (1735年）「タウンリー」

ヴェチェイがヤン•クーベリックから購入し、のちにマイケル・レーピン、

さらにキョンファ・チョンの所有楽器となった。

ストラテイヴァリ (1716年）「ベルティエル」または「フォン・ヴェチェイ」

のちにフランコ ・グッリの所有楽器となった。

O CD-ROM 
[No.15]ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第3番変ホ長調

Op.12-3第3楽章

グイド・アゴスティ（ピアノ） / 1935年録音／ポリドール 10318/20

／再収録Pea「IGemm 9898 / (4'00) 

すでにステージからは離れていたオ能が最後の輝きを放つている。

フランツ・フォン・ヴェチェイ I 92 



Georg Kulenkampff 
(1898-1948) 



/使用楽器

ストラデイヴァリ (1734年）「ナドー」

エドウアール・ナドーとヴィリー・プルメスターの所有楽器だった。

-~; ァイオリン演奏についての考察』(1952年）

O CD-ROM 
[No.16]シューマン：ヴァイオリン協奏曲二短調第2楽章

ペルリン ・フィルハーモニー管弦楽団（ハンス ・シュミット＝イ ツ

セルシュテ ッ ト指揮）/ 1937年 12月20日録音／テレフンケン E

2395/8 /再収録テルテック4509-93672-2/ (6'24) 

再発見された 《ヴァイオリン協奏曲》の初演からわずか数週間後にレコー

デイング。

ゲオルク・クーレンカンプ I98 



Joseph Fuchs 
(1899-1997) 

MEW YORK RECITAL, IIOV. S, 19ヽ 7
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、使用楽器

ストラデイヴァリ (1722年）「カデイス」

カミ ッロ ・シヴォリの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1710年）「マガジナー」

ヴィオッティの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1728年）「バレット」

O CD-ROM 
[No.17]ペートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第5番へ長調 Op.24「春」

第 1楽章

アーサー ・バルサム （ピアノ） / 1952年6月半ばに録音／テッカ

DL9642 /再収録ナクソス 8.111252/ (8'59) 

LPレコー ドの時代に初めてリリースされた全曲集。生き生きとして深みの

ある対話（やりとり）からは、しっかりとした学識の裏打ちによって伝統と

現代性が絶妙に混じりあっていることがうかがわれる。時代を経ても色褪

せることなく、 フックスの清廉と鋭い知性の力を感じさせる。

ジョセフ ・フッ1/7.1104 



Toscha Seidel 
(1899-1962) 



/使用楽器

ストラデイヴァリ (1712年）「ダヴィンチ」

O CD-ROM 
[No.18]プラームス：ハンガリー舞曲第 1番卜短調（ヨアヒム編曲）

ユージン・クスミアク （ピアノ ）/ 1938年 12月 11日録音/RCAピ

クター4458/ Biddulph LAB 013 / (3'22) 

天才的なテンペラメントが生みだす響き。心を揺り動かされる。

トーシャ・ザイデル 1110



Vasa Prihoda 
(1900-1960) 
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ホテルの部用でミュート ヴァイオリンを使って練習しているヴァ ーシャ ・プシホダ



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1710年）「カンポセリーチェ」

それ以前は「アンリ・ヴュータン」の名で呼ばれていた。現在はチェコ政

府の所有で、ヨゼフ ・スークの使用楽器。

O CD-ROM 
[No.19)バガニーニ：ヴァイオリンソナタ第 12番ホ短調 Op.3-6

シャルル ・セルネ （ピア ノ） / 1926年録音／ポリドール 66483/再

収録 BiddulphLAB 1 35 / (3'43) 

伝説のヴィルト ウオーソ奏者による独創性と巧みさが堪能できる。このレ

パートリーが聴衆におよほす電撃的な作用を心得た演奏。厳密な楽理やテ

ンポには縛られず、おのれのポヘミアンな本能だけに耳を傾け、魅惑と華

やかさをきわだたせるために楽器を最大限に使っている。

117 Iヴァーシャ ・プシホダ



J as cha Heifetz 
(1901-1987) 
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、 使用楽器

カルロ・トノーニ (1736年）

トノーニは18世紀イタリアの製作者。この楽器でハイフェッツは 1917年

のアメリカデピューの演奏をおこない、 亡くなるまで手元に置き、弟子

であり助手であったシェリー・クロスに遺した。

ストラデイヴァリ (1731年）「ピエル」

ストラデイヴァリ (1714年）「 ドルフィン」

1951年に売られた。

ストラデイヴァリ (1715年）「ホッホスタイン」

ヨーゼフ・ヨアヒムとフリ ッツ・クライスラーの所有楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1742年）「exーダヴィッド」

ハイフェッツは 1922年に購入。そのキャリアの大部分においてこの楽器を

弾いた。フェルデ イ ナンド・ダヴィ ッ ド とアウグスト • ウィルヘルミの

所有楽器だった。ファンの一人がこのグアルネリのゴージャスな響きを

称賛したところ、ハイフェ ッツは耳をヴァイオリンに近づけて 「何も聞

こえないが？」と答えた。ハイフェ ッツの遺言により、 サンフランシスコ

美術館に寄贈された。

O CD-ROM 
[No.20]トマソ・アントニオ・ヴィターリ：シャコンヌ（レスピーギ編曲）

リチャ ー ド・エルサ ッサー （オルガン）/ 1950年8月4日録音／

RCA LM 2074 /再収録RCA61 755 / (9'38) 

このトマソ・アントニオ・ヴィターリによる 《シャコンヌ》こそ、若きヤッ

シャ・ハイフェ ッツが1917年10月27日、ニューヨークのカーネギー ・

ホールでの初リサイタルにて最初に弾いた曲である。録音は一回だけ、

1950年におこなった。

127 Iャッシャ ・ハイフ ェッツ



[No.21]コルンゴルト：ヴァイオリン協奏曲二長調 Op.35第1楽章

ロサンゼルス ・フィルハーモニー管弦楽団 （アルフレッド・ウォーレン

スタイン指揮）/ 1953年 1月10日録音/ RCA LM 1 782 /再収録

RCA 09026 61752 / (7'47) 

ハイフェ ッツは 1947年にこの協奏曲を初演し、作曲者が望んだとおり、

ときには狂おしいほどセンチメンタル、ときには滑稽にと、狂詩曲風の解

釈を見事に聴かせている。おもな主題は 1930年代末の映画音楽から取ら

れており、 目を閉じればハリウ ッド映画のスターたちの姿が、それもこち

らの望み次第の最高のキャスティングで浮かんでくる。

ャッシャ・ハイフェッツ 1128



Zino Francescatti 
(1902-1991) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1727年）

「ハー ト」は、 現在はサルヴァトーレ ・アッカルドの所有楽器。

アン ドレーア ・グアルネリ

サンクト ウス ・セラフ ィンは、 セザール ・トムソンの所有楽器だったが、

現在はガエタヌ ・プルヴォーの使用楽器。

スカランペッラ

O CD-ROM 
[No.22]バガニーニ：ヴァイオリン協奏曲第 1番二長調 Op.6第 1楽章

フィラデルフィア管弦楽団（ユージン ・オーマンディ指揮）/ 1950年

1月15日録音／コロ ンピア ML4315/再収録 CBSMPK 46728 / 

(15'57) 

パガニーニの伝統を継承する演奏であり、フランチェスカ ッティを有名に

した録音の一つ。率直な表現、ヴィル トウオーソ、 多彩な抒情性で、この有

名な 《協奏曲》の燃えあがる炎と溌剌とした勢いを見事に聴かせてくれる。

カデンツアはセヴシック作。

[No.23]ラヴェル：ヴァイオリンソナタト長調第2楽章

アーサー・ バルサム （ピアノ） / 1955年 1月 11日録音／コロ ンピア

ML 5058 /再収録ソニー SM2K61722 / (5'35) 

洗練された奏法、日光を思わせる響き、 思い切りの良いヴィプラー ト。これ

ぞフランチェスカッティのスタイルの特徴であり、甘美な味わいにて咲き

誇る花といった風情だ。弾き手は旋律線をくまなく、どこまでも美しく歌

おうとしている。いまや伝説となったシンプルな表現と、持つて生まれた

「ペルカント」のセンスがうかがわれる。

13s Iジノ ・フラ ンチェスカッティ



Nathan Milstein 
(1903-1992) 
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＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1716年）

r ex— ゴールドマン」は、 ミルシテインが自分の妻と娘の名である「マリア

＝テレサ」という名前に変更した。

ストラデイヴァリ (1703年）「ダンクラ」

シャルル ・ダンクラの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1710年）「ダンクラ」

シャルル・ダンクラとルイス・クラスナーの所有楽器で、のちに江藤俊

哉の所有となった。

ストラデイヴァリ (1719年）「モナステリオ」

ルッジェーロ・リ ッチの所有楽器でもあった。

-~~~ ノアから西側へ』（プュシェ／シャステル社、1991年、パリ）

O CD-ROM 
[No.24]」.S. バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのバルティータ第3番

ホ長調 BWV1006第 1楽章

1956年3月録音／キャピトル PCR8370 /再収録EMIZCMB 64 793 

23/ (3'10) 

無伴奏ヴァイオリンのためのソナタとパルティータ全六曲はすぺてのヴァ

イオリニストにとっての枕頭の書であり、レパー トリーの頂点の一つであ

る。ナタン・ミルシテインはこの曲集の計り知れない精神性と奥深さに挑

んだ最初の奏者の一人であり、生涯にわたってこの曲集を演奏し、絶え問

なく自然で清澄な絶対の境地を摸索し続けた。この音源は彼が最初におこ

なった全曲録音の抜粋で、技術的にも成熟の度合いからもすでに最高のレ

ベルに達していることがうかがえる。フリ ッツ・クライスラーが彼のこと

を「理想のヴァイオリニスト」と言ったそうだ。

143 Iナクン ・ミルシテイン



[No.25]ゴルトマルク：ヴァイオリン協奏曲第 1番イ短調 Op.28

第 1楽章

フィルハ＿モニア管弦楽団 （ハリ＿．プリーチ指揮）/ 1957年六月録音

／キャピトル SP8414/再収録テスタメント SBT1047 / (14'04) 

ミルシテインはこの熱きロマンティシズムとセンシピリティに満ちた曲を好

み、情熱をこめて演奏した。クリスタルの響きと繊細なヴィルトウオーソ。と

ぎれることのない瑞々しさは、天才ならではの冴えと呼びたい。このロシアの

巨匠の録音のなかでも特に価値ある曲である。

ナタン ・ミルシテイン 1144
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Salle des Concerts 
45-47、四 LA BOETIE 

』eudi 8 Decembre 1938, a 21 heures 
(ouverture des portes o 20 h. 30) 

UNIQUE RECITAL 
avant le depart pour la dixieme tournee aux Etats-Unis 

donne par 

MILSTEIN 
Au piano Gaveau : Artur BALSAM 

AU  PROGRAMME: Sonate "Le Trille du Dioble" -Tartini 

Sonote sol mineur (pour violon seul) -Bach, Sonote 

re mineur - Brahms, Deux caprices N°16 et 17 et 

I C 
．． 

e oncerto た mo1eurde Paganini. 

DISQUES : COLUMBIA 

PRIX l)~S J>f,a\ C l•:S : JH.; 10 .¥ ,,0 l·' l~ A .:\°C'S 

location : Salles Goveau, Pleyel、chezDurand, 4, place de lo M□aeleine, Rouort-
lerolle, 40, boulevard Malesherbes. Max Esch,g. 48, Rue de Rome et dons 

toutes les Agences. 

OFFICE THl:ATRAL EUROPl:EN "O. T. F.." 

16, Rue de Groman!, PARIS -Teleph. : Richelieu 80-62 
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Erica Morini 
(1904-1995) 
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、使用楽器

ストラデイヴァリ (1727年）「ダヴィドフ」

いまだに見つかっていない。

O CD-ROM 
[No.26]ヴィエニャフスキ：カプリッチョ・ワルツホ長調 Op.7

マックス ・ランナー （ピアノ）/ 1941年11月7日録音／ピクター 11-

8761 A/再収録Biddulph80168 / (4'22) 

歓喜にあふれ、モリーニならではの「古きヨーロッパ」 の香りただよう演奏ス

タイルは、シャンパンの泡がはじけるようなこの曲「カプリ ッチョ・ ワルツ」

にびつたりだ。

149 I .:r. リカ ・モリーニ



Alfredo Campoli 
(1906-1991) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1700年）

ストラデイヴァリ (1702年）「カンポーリ」

ストラデイヴァリ (1706年）「ドラゴネッティ」

のちにフランク ・ペーター ・ツィンマーマンの使用楽器となった。

O CD-ROM 
[No.27]アントニオ ・バッジーニ：妖精の踊り Op.25

エリ ック ・グリットン（ピアノ） / 1947年4月19日録音／テッカ k

1799/再収録 ダットン CDBP9718 / (3'58) 

空気のように軽やかなポーイングは、二十世紀における独創的な才能のきわ

みと言えよう。

アルフレー ド・カンポーリ I 1s4 



Gioconda De Vito 
(1907-1994) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1690年）「トスカーナ」

ストラデイヴァリ (1715年）「バッジーニ」

アントニオ・ バッジーニの所有楽器だった。

フェルティナンド・ガリアーノ (1762年）

O CD-ROM 
[No.28]プラームス：ヴァイオリンソナタ第 1番卜長調 Op.78第1楽章

エドウィン ・フィ ッシャー （ピアノ ）/ 1954年5月11、12日録音／

HMV ALP 1282 /再収録テスタメント SBT1024 / (10'24) 

偉大なるエドウィン ・フィ ッシャーの隣で、デ ・ヴィートは力強さと柔和さの

あいだの精緻なパランスで魅力を発散している。静謡なテンポに高貴な詩情

を黒らせ、テ・ヴィートの磨き抜かれた歌は、心を揺り動かす憂愁のソナタに

光明を映しだす。

1s9 Iジョコンダ ・デ ・ヴィ ート



David 01strakh 
(1908-1974) 
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＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1736年）「ユスポヴ」

ロシア政府のコレクションに含まれる楽器で、1937年から 1950年代

初頭までダヴィ ッド・オイストラフによって演奏され、同様にレオニー

ド・ コーガンの使用楽器でもあった。

ストラデイヴァリ (1702年）「フォンタナ伯」

1955年に購入され、次いでフランコ・グ；； リの使用楽器となった。

ストラデイヴァリ (1705年）「マルシック」

1966年に購入された。マルタン・マルシックの使用楽器で、現在はイー

ゴリ・オイストラフの演奏楽器である。

ストラデイヴァリ (1714年）「ペルー」

ジャ ック・ティポ＿の所有楽器で、現在はオイストラフの孫ヴァレリー・

オイストラフの演奏楽器である。

グアルネリ・デル・ジェス (1737年）

ヨーゼフ・ ヨアヒムの所有楽器で、次いでユ＿ジン ・フォドアの使用楽

器となった。

トマシュ・バヌフニク（ポーランドの楽器製作者）

1934年のヴィエニャフスキ・ コンクールの副賞として与えられた。

O CD-ROM 
[No.29]ショスタコーヴィチ：ヴァイオリン協奏曲第 1番 イ 短 調

Op.77 (旧 99)第 1楽章

ニューヨーク ・フィルハーモニー管弦楽団 （デイミトリ・ミトロプーロス

指揮）/ 1956年1月2日録音/ COL ML 5077 /'ノニー ・クラシカル

MHK 63327 / (11'57) 

曲を献呈されたオイストラフ本人による演奏は、いまも決定版と呼ぷにふ

さわしい。緊迫感、執拗さ、矛盾で引き裂かれるような苦悩、激情または散

在する光の瞬間にも似た悲痛、確信の力、あふれんばかりの詩情。それらす

ペての点において、幾世代ものヴァイオリ ニストが束になっても太刀打ち

167 Iダヴィッ ド・オイ ストラ フ



できないと認め、敬意を払い続ける。ここに収録したのはアメリカ初演の

演奏だ。

[No.30]サン＝サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ Op.28

ポストン交響楽団 （シャルル ・ミュンシュ指揮）/ 1955年 12月14日

録音/ RCA LM 1988 /再収録 RCA74321 840392 / (8'57) 

オイストラフがアメリカでデピューしたときに収録された。

ダヴィッド ・オイストラフ I168 



Szymon Goldberg 
(1909-1993) 

SZYMON 

GOLDBERG 
Polish Violinist 

Nゅ tothis Country 

Destined to Assume 

an Im_炉rtantPOSl.tion 

in its Musical Life. 

Soloist, Season 1949~1950 with following orchestras: 

New York Philharmonic-Symphony (llfaropoulos conducting) 

Cleveland Symphony (Szell conducting) 

Los Angeles Symphony (Wallenstein conducting) 

Seattle Symphony (Lii1dcn conducting) 

Denver Symphony (Caston conducting) 

Rochester Symphony (Leinsdorf conducting) 

Oklahoma Stare Symphony (Ales匁 ndroconducting) 

El Paso Symphony (Brown conducting) 

Harrisburg Symphony (luudenbush conductu,g) 

Tulsa Symphony (Brown conducting) 

and ollxn 

New York, C 
． 

arneg1e Hall, Ocro加r2lrh 1949. Goldberg will•ppcar m 

• speci•l program for violin solo and ming orch心 m (2) musici•ns). 

Spring of 1949. Goldberg is now on an extended tour of Europe, v,s,im, 

Holland, 恥 lgium,Sc,udinavi,n couorrics, Switzerland, et al. 

Management, COPPICUS & SCHANG, Inc. 
113 Wut 57th St, ●● t, No• Yo.t 19, N. Y. 
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Par/aphone Reeard• 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1711年）「レグニツア」

1930年代にゴールドペルクが購入した。

グアルネリ・デル・ジェス (1734年）「バロン・ヴィッタ」

1950年代以降にゴールドペルクが演奏した。

O CD-ROM 
[No.31 Jモーツァルト：ヴァイオリンソナタ第36番変ホ長調 K380

第3楽章

リリー ・クラウス （ピアノ）/ 1937年4月20~ 21日録音/ Parlophone 

SW 14/20/再収録DanteL YS 4 1 0 / (4'01) 

息づかい、推進の流れ、休符でさえも惚れ惚れとさせられる。ゴールドペルク

のヴァイオリンとリリー • クラウスのピアノは、楽譜を超越したところで、も

はや言葉で言い表せないほど素晴らしい組みあわせであり、繰り返し聴いて

も飽きることがない。まさに永遠の美。二人のあいだの対話に耳を澄ませて

いると、転調や弾き手の呼吸ごとに驚かされる連続だ。絶妙のバランスと加

減は奇跡を思わせ、二人がこれほどに打ち解けている様子は幸福の極みと呼

びたい。

1?s Iシモン・ゴールドベルク



Wolf gang Schneiderhan 
(1915-2002) 
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彎
PHOTO-ATELIER ？咋

WIEN I, OPERNRING I (HEINRICHHOF), RUF B 26 4 26、B26423



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1704年）「リーピッヒ」

O CD-ROM 
[No.32]ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第7番ハ短調 Op.30-2

第3楽章

ヴィルヘルム・ケンプ （ピアノ）/ 1952年9月録音／ドイツ ・グラモフォ

ン463605-2 / (3'46) 

その高雅な演奏は精緻にして明晰、古典的で純度が高い。

ヴォルフガング・シュナイダーハン I1so 



Yehudi Menuhin 
(1916-1999) 
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＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1714年）「ソイル」

現在はイツァーク・ パールマンの所有楽器。

ストラデイヴァリ (1733年）「プリンス・ケーフェンヒュラー」

かつてヨーゼフ ・ペームの使用楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1742年）「ロード・ウィルトン」

グアルネリ・デル・ジェス (1739年）「エヴァーショルト」

1995年からリーラ・ ジョゼフォウィ ッツの使用楽器である。

グアルネリ・デル・ジェス「デグヴィル伯」

サンクトゥス ・セラフィン

メニューインがジョルジュ ・エネスコから譲リ受けた。

ジョヴァンニ・グランチーノ

グレン・コリンズ (1987年）

スピドレン

ポッジ

-~:✓ ）イオリン演奏の芸術』『ユーデイ ・メニューインとの六つのレッスン』

（ピュシュネ／カステル刊、1973年、パリ）

『未完の旅』（スイユ刊、1976年、パリ）

『サー ・エ ドワード・エルガー、わが音楽の祖父』（エドガー・ソサエティ刊、

1976年ロンドン）

r私の好きな音楽物語.I(Lutterwo「thPress刊、1977年、ロン ドン）

『ユーデイ ・メニューイン ヴァイオリ ンを語る』（ウィリアム ・プリムロー

ズとの共著、Hatie「刊、1978年、パリ）

『主題のない変奏曲』（ピュシュネ／カステル刊、1980年、パリ）

『TheMusic of Man, Conversation with Yefudi Menuhin』（カーティス ・

W ・デイヴィ スとの共著、1980年、ロンドン）

rThe King, The Cat and The Fiddle.I (ホルト、 ライ ンハルト•アンドウィ

ユーディ ・メニューイン 1192



ンストン刊、 1983年、 ロンドン）

『LifeClass』（ウィリアム ・ハインマン私家版、 1986年、ロンドン）

『芸術、人への希望』（ピュシュネ／カステル刊、 1987年、パリ）

『師の教え』（ピュシュネ／カステル刊、1987年、パリ）

『ヴァイオリンの伝説』（フラマリオン刊、1996年、 パリ）

O CD-ROM 
[No.33]ブロッホ：アポダー

ヘンドリック・ エント （ピア ノ） / 1939年3月14日録音/ HMV DB 

3782/再収録 BiddulphLAB 128 / (4'58) 

ェルネスト ・プロ ッホが《アポダー》を献呈したとき、幼きユーディは七歳

だった。プロ ッホからすれば、信仰の奇跡をあらためて見せつける天才児

への捧げ物にも等しかったはずだ。メニューインはその存在によって多く

の同時代の作曲家の創作意欲に火をつけた。この演奏は長い献呈作品リス

トの最初を飾る一曲。

[No.34]メンデルスゾーン ：ヴァイオリンソナタヘ長調 (1838年）

第2楽章

ジェラルド・ムーア（ピアノ ）/ 1952年 10月8日録音/ HMV ALP 

1085/再収録 EMICOM 7 63988 2 / (6'42) 

メニューインが再発見し、 1953年に出版した作品である。

193 Iユーディ ・メニューイン



Oscar Shumsky 
(1917 -2000) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1715年）「ロード」

ピエール ・ロー ドとレオポルト・アウアーの所有楽器だった。

O CD-ROM 
[No.35]ジョヴァンニ・バッティスタ・ヴィオッティ ：ヴァイオリン協奏

曲第22番イ短調第3楽章

ウラジミール ・‘ノコロフ （ピアノ） / 1950年録音／ラジオ放送用に収録

／再収録 BidduophLAB 136 / (7'11) 

プラームスが気に入っていたというヴィオッティのこの傑作の真価を見せつ

ける演奏。当時はまだ協奏曲をピアノ伴奏で弾くのが当たり前だった。

オスカー ・ シュムスキ— I 198 



Ruggiero Ricci 
(1918-) 
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＇使用楽器

クアルネリ・デル・ジェス (1734年）「ギプソン」

プロニスワフ ・フーペルマンの所有楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1734年）「カンポセリーチェ」

現在はリン・チョーリャンの所有楽器。

ストラデイヴァリ (1683年）「トノーニ」

ストラテイヴァリ (1714年）「ヨアヒム」

ヨーゼフ・ヨアヒムの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1719年）「モナステリオ」

ヘスス ・デ・モナステリオとナタン ・ミ ルシテインの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1727年）「ネストール」

ピエール・ロードの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1737年）「ロード・ノートン」

ロレンツォ・ストリオーニ (1779年）

」.B. ヴィヨーム

■? ft-hand Violin Technique』(G・シルマー）

『Riccion Glissando : The Shortcut to Violin Technique』(G「ego「y

H.Zahia/インデイアナ大学出版/2007年）

O CD-ROM 
[No.36]バガニーニ： 24のカプリースOp.1-13変口長調

1949年録音／デッ カ LXT2588 /再収録 DynamicCDS 393/3 / 

(2'35) 

パガニーニ《24のカプリース》全曲の無伴奏ヴァイオリンによる世界初録音

から抜粋。

[No.37]サラサーテ：序奏とタランテラ Op.43

ルイス・パーシンガー （ピアノ） / 1953年 11月録音／デッカ LXT

2930/再収録テッカ 458191 2 / (4'31) 

絢爛なヴィルトウオーソを、師匠ルイス・パーシンガーのピアノ伴奏で聴く

ことができる。

20s Iルッジェーロ・リッチ



Henryk Szeryng 
(1918-1988) 
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、使用楽器

クアルネリ・デル・ ジェス (1734年）「デユーク」

ストラデイヴァリ (1734年）「ヘラクレス」

アンドレア・グアルネリ

グアダニーニ

ヴィヨームを二挺

そのうち一挺はストラデイヴァリ「メシア」の複製

O CD-ROM 
[No.38)」.s. バッハ ：無伴奏ヴァイオリンのためのバルティータ第2番

ニ短調 BWV1004「シャコンヌ」

1954年録音／オデオン 122/124/再収録 CBSMP2K 46721 /(14'00) 

このバッハ無伴奏の名手による最初の全曲録音。

213 Iヘンリク・シェリング



Ginette Neveu 
(1919-1949) 

ジネット ・ヌヴーとマルセル ・ヴァトロ。ヴァトロの楽器工房にて（パリ、 1949年頃）。

エティエンヌ ・ヴァトロのプライペート 写真。



＇使用楽器

フランソワ・リュポ

オモポーノ ・ストラデイヴァリ(1730年）

飛行機事故で壊れてしまい、事故現場からはヘッド部分だけが発見され

た。 （オモポーノはアントニオ・ストラデイヴァリの息子）

G. B. グアダニーニ

O CD-ROM 
[No.39]ラヴェル：ツイガーヌ

ジャン・ヌヴー（ピアノ）/1946年3月26日および8月13日録音／

HMV DB 6907/8 / EMI CDH 763493 2 / (1 O'17) 

パプロ・カザルスが「完璧さ、バランス、センス。あとは彼女が演奏の力によっ

て聖なる狂気をつけ加え、すぺてを委ねてしまっただけのこと」と絶賛した演

奏。

217 Iジネット ・ヌヴー



Isaac Stern 
Cl 920-19S) I) 

エティエンヌ・ヴァトロの執務密でのアイザック ・スターンと著者。1997年パリ 。

cマリオン・カ）レクー



、使用楽器

グアルネリ ・デル・ジェス「パネット」 (1737年）

1947年にスターンが購入し、1994年に手放した。2005年以降、所有

者であるスイス銀行からルノー・カピュソンに貸与。

グアルネリ・デル・ジェス (1749年）

ウジェーヌ ・イザイの所有楽器で、イザイ直筆で 「このヴァイオリンは

わが音楽人生の忠実な同伴者だったlと書かれた札がついている。現在

はピンカス・ズーカ＿マンの使用楽器。

ストラデイヴァリ (1721年）「クルーズ」

ロドルフ• クルゼール （クロイツェル）の所有楽器だった。

カルロ・ペルゴンツィ

現在はパーヴォ ・ペルグンドの所有楽器。

G. B. グアダニーニ (1750年）

G. B. グアダニーニ (1754年）

現在はポリス・ ペルキンの所有楽器。

」.B. ヴィヨーム (1846年）「皇帝（ツァー）」

•~;~ 、まらしきかな、わがヴァイオリン人生』(2000年）

O CD-ROM 
[No.40]バーンスタイン：プラトンの饗宴によるセレナード第 1楽章

シンフォニー・オプ ・ジ ・エア （レナー ド・バーンスタイン指揮）/ 1956 

年4月19日録音／コロンピア ML5144 /再収録ソニー・クラシカル

SM3K 45956 / (7'00) 

セレナードの世界初録音からの抜粋。曲を献呈されたスターン自身による初演。

[No.41 J」.s. バッハ：ヴァイオリン協奏曲第 1番イ短調 BWV1041

第2楽章

プラド祝祭管弦楽団 （パプロ・カザルス）/ 1950年6月16日録音／コロ

ンピア ML4353/再収録ソニー・クラシカル SMK58982 / (7'40) 

第一回プラ ド音楽祭でのパプロ・カザルス指揮による演奏。カザルスのこと

をスターンは「途方もない庭園への扉を開いてくれた人物」と言っていた。

アイザック ・スターン I224 



Arthur G 
． 

rum1aux 

レコ ー ドのプレス工場でのアルテュール ・グリュミオー。

cHans Kahan/SOFM 

(1921-1986) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1715年）「ティティアン」

エフラム・ ジンバリストの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1727年）「ジェネラル・デュポン」

現在はジェニファー・ コーの使用楽器。

グアルネリ・デル ・ジェス (1744年）「ヘメル」

現在はウー ト・ウーギの所有楽器である。

」.B. ヴィヨーム

G. B. グアダニーニ (1773年）

現在はジョゼフ・シルヴァースタインの所有楽器である。

O CD-ROM 
[No.42]モーツァルト：ヴァイオリンソナタ第40番変口長調 K454

第 1楽章

クララ・ハスキル （ピアノ） / 1956年 1月録音／フィリップス A

00338 L/再収録フィリップス PHCP4908 / (7'13) 

アルテュール・グリュミオーとクララ ・ハスキルによるデュオは、音楽史

上の奇跡と呼ぶにふさわしいデュオであった。これぞピアノとヴァイオリ

ン、そして相互理解と共感、指向性、息づかい、 弓先で聴きあうエモーショ

ンの共有。すぺてにおける頂点である。洗練とは何かを教えてくれる。

[No.43]ブラームス：ヴァイオリンソナタ第2番イ長調 Op.100

第3楽章

アルテュール・グリュミオー（ピアノ） / 1959年 10月録音／フィリ ッ

プス 802839LY/再収録フィリップス PHCP4933 / (5'01) 

ヴァイオリニスト本人がピアノ伴奏もしているというきわめて珍しい音源。

231 Iアルテュール・グリュミオー



Ivry Gitlis 
(1922-) 
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イヴリ ー・ ギトリ スと著者。2008年 2月パ リ。

c ジャン＝ ミシェル ・モルク



/使用楽器

ストラデイヴァリ (1713年）「サンシー」

チェコ出身の偉大なヴィルトウオーソ、ヤン ・クーベリック (1880-

1940年）が所有していたヴァイオリンである。

■ ~~: 弦』(□ペール・ラフォン/1980年）

O CD-ROM 
[No.44]パルトーク：ヴァイオリン協奏曲第2番第 1楽章

ウィーン・プロ・ムジカ管弦楽団 （ヤッシャ・ホーレンシュタイン指揮）

/ 1954年録音／ヴォクス PL9020 /再収録ヴォクス CDX25505/ 

(14'47) 

ヴァイオリン協奏曲第二番の火山のように激しいこの録音は、曲が傑作で

あるのと同 じように、ヴァイオリンの録音史における頂点にとどまり続け

るものである。

イヴリ ー ・ギトリス I23s 



Josef Hassid 
(1923-1950) 
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＇使用楽器

」.B. ヴィヨーム (1845年）

フリ ッツ ・クライスラーから貸与された。

O CD-ROM 
[No.45]サラサーテ ：スベイン舞曲集 Op.23-2「サパテアード」

ジェ ラルド・ムーア （ピアノ ）/ 1940年6月 12日録音/HMVC 

3815/テスタメント SBT1010 / (3'30) 

「二百年に一人の逸材」と呼ばれた鬼オによる炎のようなテンペラメン トを

確認できる。きわめて珍しい音源の一つ。

ヨーゼフ・ハシッド I244 



Ida Haendel 
(1924-) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1699年）

ストラデイヴァリ (1726年）

■?乍‘ーマノ・ウイズ・ヴァイオリン』（リトルハンプトン・プック ・サーヴィ

ス限定版／ロン ドン/1970) 

O CD-ROM 
[No.46]ペートーヴェン ：ヴァイオリン協奏曲二長調 Op.61第3楽章

フィルハーモニア管弦楽団（ラファエル ・クーペリック指揮） / 1949 

年9月 15~ 16日録音/HMVC 4126-31 /再収録テスタメント

SBT 1 083 / (9'30) 

この音盤が最初に出たとき、先行するクライスラー、ハイフェ ッツ、メ

ニューイン、シゲティ、フーペルマンといった大ヴァイオリニストのレコー

ドと同格に扱われた。まっとうな様式感と堂々としたタッチ。世に出た時

点で彼女は偉大な奏者としての風格を身につけていた。

カデンツアはヨアヒム作。

イダ・ヘンデル I2so 



Leonid Kogan 
(1924-1982) 
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、使用楽器

グアルネリ・デル・ジェス (1726年）「コリン」

グアルネリ・デル・ジェス (1731年）「イーデイス・メロン」

グアルネリ・デル・ジェス (1733年）「ブルマイスター」

ストラデイヴァリ (1736年）「ユスポフ」

ダヴィ ッド・オイストラフの使用楽器でもあった。

O CD-ROM 
[No.47]ハチャトリアン：ヴァイオリン協奏曲二短調第2楽章

モスクワ放送交響楽団 （アラム・ ハチャトリアン指揮）/ 1951年6月

25日録音／メロデイア D0548/9 /再収録プリリアント・クラシッ

クス 93030/ (11'52) 

レオニー ド・コーガンのヴァイオリンと、作曲家本人の指揮のもと、雄々

しさ、生気、詩情が崇高に表現され、この曲の演奏における最高峰の一つと

なっている。

[No.48]チャイコフスキー：ワルツ・スケルツォ Op.34

ソ連放送交響楽団 （アレクサンドル ・ガウク指揮）/ 1952年5月29

日録音／メロデイア D010627 /再収録プリリアント ・クラシックス

93030 / (5'21) 

白熱、豊満、完璧な造形美。すべてが最高レペルで結実している。

2s7 I レオニー ド・コーガン



Johanna Martzy 

ヨハンナ・マルツィの咋具は珍 しし、。 1955年頃

<OCouglas Glass 

(192fi -1979) 



、使用楽器

ヴェネツィアのピエトロ・グアルネリ「ex—カール・フレッシュ」

ストラデイヴァリ (1733 年）「exークライスラー」 、 「ex—フーベルマン」

カルロ・ペルゴンツィ (1733年）「タリシオ」

O CD-ROM 
[No.49]ドヴォルザーク：ヴァイオリン協奏曲イ短調 Op.53第 1楽章

「RSO」ベルリン・ドイツ交響楽団（フィレンツ ・フリ ッチャイ指揮） ／

1953年6月録音／ ドイツ・グラモフォン LPM18152 /再収録ドイ

ツ ・グラモフォン 462651-2 / (11'28) 

心を震わせる力強さ、抑制の効いた奏法、濁りのない音色、レコー ド史に燦

然と輝く見事なヴィジョンを聴かせてくれる。

ヨハンナ ・マルツィ I 262 



Julian Sitkovetsky 
(1925-1958) 

ユリアン ・シト コヴェッキー。1954年か五五年頃。 ドミトリ ・シト コヴェッキーの私蔵写真。



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1707年）

ソヴィエト国家のコレクションから貸与された。

バノルモ

O CD-ROM 

[No.50]シベリウス ：ヴァイオリン協奏曲二短調 Op.47第 1楽章

チェコ ・フィルハーモニー管弦楽団 （ニコライ・アノソフ指揮）/ 1953 

年録音／メロデイア C1 0-06827 /8 /再収録 SYD006 / (13'53) 

惚れ惚れする弓使い、驚異的な左手、絶妙な音量の加減。その雄弁さはとき

に胸が痛くなるほどだが、あらゆる細部にまで心が行き届いており、聴き

手を熱狂させ、息がとまる思いをさせる。

ユリアン・シトコヴェッキ— I 26s 



Franco Gulli 
(1926-2001) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1716年）「ペルティエル」または「フォン・ヴェチェイ」

かつてフランツ・フォン ・ヴェチェイの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1702年）「フォンタナ伯」

かつてダヴィッド・オイストラフの使用楽器だった。

G. B. グアダニーニ (1742年）

セルジオ・ベレッソン (1975年）

グアルネリ・デルジェス

O CD-ROM 
[No.51]パガニーニ ：ヴァイオリン協奏曲第5番イ短調 MS78第2楽章

ミラノ・アンジェリクム室内合奏団（ルチアーノ・ロサーダ指揮） /958 

年録音／デッカ DL10081 /再収録 SARXSXAM 2038-2 / (7'35) 

再発見された草稿を復元し、次いでオーケストラのパー トが補筆されたパ

ガニーニの《ヴァイオリン協奏曲第五番》を、グッリはシエナで 1958年に

初めて公開演奏した。イタリア風のエレガンス、熱のこもった演奏、清澄な

響き、 目も覚めるほどのヴィルトウオーソ。どこをとっても一流の格調に

満ちた演奏である。

フランコ・グッリ I 274 



Aaron Rosand 
(1927-) 

A BRILLIANT NEW AMERICAN ARTIST 

會 1937Debut ,t 9 with 

Chicago Symphony under 

Frederick Stock 

"Ro.and m● de the•iolin talk with 
加 mag;cof uncanny fingen end a 
bow a,m wo,thy of eny g『.....,. 
●『onof the fiddle. He lack, none of 
the ,equ;,emeoh needed in the mo k• 
;ng。famade『 ,;ol;n;,t,"

llmHaH /J,c,;,s、CMca,aA.,,,,;,_,. 

• 1944 Guest Soloist with Chicago Symphony under Desire Defauw 

"H;, play;ng h● SSW●●p● ,d b,m; ● ace, warmth and vitality, Arnmd his● udieoco. Rosaod gave a sensofoaal 
accounl of h;rns,lf." CMrnto /Ja;/,, rr;;. か

・1944-47with the armed forces Special Services in the Philippines and Korea 

會 1948—NOW—A violinist in the highest American tradition of mature artistry, personality and 

musicality 



＇使用楽器

グアルネリ・ デル・ ジェス (1 741 年）「ex—コハンスキ」

□ザン ドが 1957年に購入した。

ポッジ (1928年）

O CD-ROM 
[No.52]サン＝サーンス ：ヴァイオリン協奏曲第3番口短調 Op.61

第2楽章

南西ドイツ放送交響楽団 （ティポール・ゼーケ指揮）/1957年録音／ヴォ

クス PL11590 /再収録ヴォクス CDX5116 /(7'52) 

ロマンティ ックなレパートリーを閃きに満ちた演奏で聴かせる。驚くべき

ヴァイオリ ニスト、ロザンドによるこの伝説的な音盤は、最上レベルの決

定版と呼ぶにふさわしい仕上がりになっている。この炎のような奏法をハ

イフェッツと比較する向きもある。きわだって表情豊かなダイナミクスは、

まさに偉大なロシアン・スクールの系譜の特徴でもあり、芸術的な響きと

息づかいに惚れ惚れするような奥行を与えている。

279 Iアーロン ・ロザンド



Josef Suk 
(1929-2011) 

． 
~ 

’ '"・ ，ヽ



＇使用楽器

G. B. グアダニーニ (1758 年）「ex—ヴュータン」

アンリ・ヴュータン、次いでカール ・フレッシュの所有楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1744年）「オレンジ公」

ストラデイヴァリ (1783年）「スーク」

彼の祖父ヨセフ・スクの所有楽器だった。

ストラテイヴァリ (1710年）「カンポセリーチェ」

アンリ ・ヴュータン、次いでヴァーシャ・プシホダの使用楽器だった。

ストラテイヴァリ (1721年）

ミッシャ・エルマンの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1729年）「リポン」

G. B. ヴィオッティの所有楽器だった。

」.B. ヴィヨーム

O CD-ROM 
[No.53]スク：バラードニ短調 Op.3b

ヤン ・パネンカ （ピア ノ） / 1966年2月録音/ Sup「aphonSUA 

10777 /再収録 SupraphonSU 3777-2-2 / (8'43) 

祖父が作曲したうちの一曲。スークは祖父の作品をあらためて広めること

に熱心だった。

ョゼフ・スーク I284 



Igor Olstrakh 
(1931-) 

エテ ィエンヌ・ヴァトロ私蔵写真より



＇使用楽器

グアルネリ

1949年に父親から贈られた。

ストラデイヴァリ (1714年）

ジャック・ティポーの所有楽器だった。

O CD-ROM 
[No.54]ヴィエニャフスキ ：2つのヴァイオリンのためのエチュー ド・カ

プリース Op.18-2,5,4 

ダヴィッド・オイストラフ（第ニヴァイオリン） / 1957年4月19日

／ドイツ・グラモフォン EPL30286 /再収録ドイツ ・グラモフォン

459016-2 / (8'37) 

三曲のエチュード・カプリースを父ダヴィッドとのデュオで演奏。ここでは

師匠が弟子の伴奏にまわっている。ヴィルトウオーソを聴かせるほうのパー

トがイーゴリによって演奏されているが、見事な腕の冴えだ。

イーゴリ・オイストラフ I290 



Christian Ferras 
(1933-1982) 

クリスティアン・フェラスとエティエンヌ・ヴァトロ、 1964年年頃。

エテ ィエンヌ・ヴァトロのプライペート 写具より



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1721年）「プレジデント」

ストラデイヴァリ (1728年）「ミラノロ」

ジョヴァンニ・バティスタ・ヴィオッティ、ニコロ・ パガニーニ、テレザ ・

ミラノロといった名手の手を経てきたが、現在はコリイ・セロヴシェク

の演奏楽器となっている。

O CD-ROM 
[No.55]プラームス：ヴァイオリン協奏曲二長調 Op.77第3楽章

ウィーン・フィルハーモニー （カール・シューリヒト指揮）/1954年4月

19~20録音／デッカLXT2949/再収録テスタメント 1033/(7'58)

この演奏でフェラスは内臓から響き出るような音、ひと息に歌いあげるよう

な熱のこもった節まわしを聴かせてくれる。音だけではなく、フレージングの

魔術師だ。そこにはエネスコからの影響が色濃く、ヴィプラートやポルタメン

ト、とりわけメロデイ・ラインを切々と語らせる手法が独特。

297 Iクリスティアン・フェラス



Michael Rabin 
(1936-1972) 

"Among the Elite" 
-~--- ヽ o.,H.-.. 1 、l'fn lmoe

MICHAEL 

RABIN 
violinisヽ

絶m期のマイケル ・レーピン



＇使用楽器

グアルネリ・デル・ジェス (1735年）「タウンリー」

フランツ・フォン・ヴェチェイ、ヤン・クーペリックの所有楽器だったが、

その後はチョン・キョンファの手元に移った。

ジョフレド・カッバ

O CD-ROM 
[No.56]バガニーニ ：24のカプリース

Op.1-1,5,24 

1950年五月十九日録音／コロンピア MM979/再収録ソニー・クラ

シカル MHK60894 / (8'33) 

わずか十四歳の神童によるパガニーニの《カプリース》の選曲版は、のちの伝

説的な全曲録音に先がけること八年前に録音された。この若き日の録音から

は、アメ リカの同世代のヴァイオリニストを代表するオ能というだけではな

く、二十世紀の巨星と呼ぶにふさわしい演奏家レーピンを形成するすぺての

要素が聞きとれる。信じがたいほどの流麗さ、パワーと輝きに満ちた響き、正

確な奏法と非凡な音程感覚のコーデイネーション。

303 Iマイケル・レービン



Salvatore Accardo 
(l941-) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ ( 1717 年） 「ex—リエフェンペルク」

ストラデイヴァリ(1718年）「ファイヤーバード」

ストラデイヴァリ (1719年）「ツアーン」

次いでシュロモ ・ミンツの使用楽器となった。

ストラデイヴァリ (1727年）「レニエ」

次いでマキシム ・ヴェンゲーロフの使用楽器となった。

ストラデイヴァリ (1727年）「ハート」

フリッツ・クライスラー、さらにジノ• フランチェスカッティの所有楽

器だった。

グアルネリ ・テル・ジェス (1733年）「ラフォン」

シャルル＝フィリップ ・ラフォンの所有楽器だった。

ドメニコ・モンタニャーナ (1742年）

G. B. グアダニーニ

■ ~~ Arte del Violino』(Rusconi刊、 1987、ミラノ）

O CD-ROM 
[No.57]パガニーニ：ヴァイオリン協奏曲第 2番口短調 Op.7「ラ・カ

ンパネラ」第3楽章

ロン ドン・フィルハーモニー管弦楽団 （シャルル・デュトワ指揮）/ 1975 

年録音／ドイツ・グラモフォン 2530-900/再収録ドイツ・ グラモフォ

ン463754-2 / (8'55) 

華麗な演奏だ。優美で絶妙な抒情性。一時代を築いた全曲集からの抜粋。

ピュアで均質な響きから自然に立ちのほるようなペルカントであり、ほん

のりと演劇的な味わいも加えられている。

サルヴァトーレ・ア ッカルド I308 



Vladimir Spivakov 
(1944-) 



＇使用楽器

フランチェスコ・ゴペッティ (1716年）

ユーリ・ヤンケレヴィチの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1712年）「フリマリー」

O CD-ROM 
[No.58) R. シュトラウス：ヴァイオリンソナタ変ホ長調 Op.18第2楽章

セルゲイ・ ペズロードヌイ （ピアノ）/ 2001年3月録音／カプリッチョ

C10895 /再収録カプリ ッチョ C10895/(7'50) 

思いきり抒情的、ダイナミクスにおいては歌を最優先にした演奏。無骨に

なりがちな解釈とは一線を画している。抑えたテンポで、見事な流れを作

りだしている。瑞々しい詩情がきわだち、スピヴァ コフならではの格調を

聴かせてくれる。

ウラディ ー ミル ・スピヴァコフ I314 



Utoじghi
(1944-) 

UTO UGHI 
NEIi'YORK. 1ヽ,Ttm← F,b,27、..., 

Mr. Ughi has a past and undeniably a future, for hew年 astirring炉rfom1cr.
T,mini's "Devils Trill" Sonmo seldom has sounded so intense 
Bee,how,'s "Krcヽmrr'Sonatawas a po,.,~rhou父．
The Bach Cha,-omw in D-minor a fervid 16 minutes of unaccomp.1nicd tcns,on, 
Mr. U剥'stousled. sandy h血 andyouthful exuberance were ap匹aling.

MIAMI, Th<ヽ11,mlllc口Jd-F,b.16., .. , 
When young U炉iplays. there seems 10 be a golden glow over everything, He uses h,s 
instrument—a mellow, brilliant Stradivarius-as i1 was meant to be used 

HOU!ITOゞ， llo匹 ooChroold←F心，'・""
U剥'srecital had abounded in all the pyrotechnics. the double and tropic stopping, har-
monies, staccatos, the swift bowingー butit is good to find that he has a feeling. too, for 
dehcacy and poerゥ.He父emcdnot so mueh one mcandescent young soloist there but a 
nuraculous impresario summoning the 、•o,ccs of a whole S)'nlphony of strings 

LONDON.11ゞ Tim<>-ぷ"ぃ,1963 
His tone is of the purest, and holds by its dulcet quality. H;s inton•tion is impccc•blc, and 
his technique nothing short of perfection. 

:Lご:E::i:CAN食馳門~~~57th~竺．竺。『竺:.ys~~:竺ビ



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1701年）「バンホーテン」

ロドルフ ・クルゼール（クロイツェル）の所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1735年）「サマズイユ」

ミッシャ ・エルマンの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1714年）「ジェネラル・キッド」

ミッシャ ・ミシャコフそしてイツァーク・パールマンの所有楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1744年）「ヘメル」

アルテュール・グリュミオーの所有楽器だった。

グアルネリ・デル・ジェス (1744年）「オーレ・プル」

オーレ・プルの所有楽器だった。

O CD-ROM 
[No.59) J. S. バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタとバルティー

タ第 1番卜短調 BWV1001第2楽章

1991年9月録音/RCARD 600971 /再収録 RCARD 600971 / 

(5'47) 

エネスコの弟子であるウート・ウーギは、心の波動を伝える技において最高

レペルの腕前を誇り、ポリフォニーのコントロール、たっぷりとしたヴィプ

ラート、豊かなフレージングが特徴的だ。グアルネリ・テル・ジェスの響きは

この上なく深く、音色における均質性の探究は彼の解釈に息吹と光を与えて

いる。生き生きとして、人間的な演奏だ。

319 Iウート・ ウーギ



Itzhak Perlman 
Cl 945-) 



、使用楽器

ストラデイヴァリ (1714年）「ソイル」

ユーデイ ・メニューインの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1714 年）「ex—シンシェイマー」「ジェネラル・キッド」

ミッシャ ・ミ シャコフの所有楽器だった。

ストラデイヴァリ (1723年）「エスバニョル」

グアルネリ・デル・ジェス (1743年）「ソーレ」

エミ→レ.'ノーレの所有楽器だった。

カルロ・ペルゴンツィ

アンヘル・レイエス、次いでフリッツ ・クライスラーの所有楽器だった。

ジユゼッペ・グアルネリ

のちにミリアム・フリードの演奏楽器となった。

O CD-ROM 
[No.60]メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲第2番ホ短調 Op.64

第3楽章

ロンドン交響楽団 （アン ドレ・プレヴィン指揮）/ 1972年11月27~28 

日録音/HMV ASD 2926 / EMI 5 62591 2 /(6'41) 

パールマンの魅力、心のこもった豊麗、千もの持ち味を楽しませてくれる

輝かしい演奏。

[No.61 Jプロコフィエフ：ヴァイオリンソナタ第 1番へ短調 Op.80

第3楽章

セウラジミール・アシュケナージ （ピアノ ）/ 1969年7月録音/RCA

LSC 3118 /再収録 RCABMG 09026 2 / (7'38) 

イツァーク・パ＿ルマンとウラジミール・アシュケナージの共演による初

めての録音。初共演にして見事なコラポレートであり、のちにこの二人の

コラポレートは伝説となる。この軽快な遊びの部分とドラマティックな部

分の難しいバランスこそ、プロコフィエフの音楽の魔法の精髄で、二人は

息のあった演奏で素晴らしい様式美を創り上げている。

イツァーク・パールマン I326 



Oleg Kagan 
(1946-1990) 



O CD-ROM 
[No.62]ショスタコーヴィチ ：ヴァイオリンソナタ Op.134第2楽章

スピャトスラフ・リヒテル（ピアノ） / 1985年ライプ録音/ MK

418014 /(7'00) 

スピャトスラフ・リヒテルとの記念碑的なコラポレートを証言する音源の一

つ。このソナタは弾き手によっては堅苦しく神経をいらだたせる演奏になり

がちだが、二人の指から生まれる音楽は輝きを帯ぴ、ついほろりとさせられ

てしまう。いかめしさの下から軽やかな奇抜さが吹きだし、雄々しいバイタリ

ティーと決然とした楽観のなか、戦いは希望へと姿を変える。無尽蔵の活力

と生気を感じさせる。

オレグ・カガン I332 



Viktor Tretyakov 
(1946-) 



＇使用楽器

ストラデイヴァリ (1707年）

ニコロ・ガリアーノ (1772年）

O CD-ROM 
[No.63]チャイコフスキー：懐かしい土地の思い出 Op.42第 1楽章

ソヴィエト連邦国立交響楽団 （マリス ・ヤンソンス指揮）/ 1981年

10月30日録音/ Revelation RV 10070 /(10'41) 

もともとは《ヴァイオリン協奏曲》の緩徐楽章として書かれたこの曲を感動的

に歌いあげる解釈で聴かせてくれる。

337 Iヴィク トル ・トレチャ コフ



Gidon Kremer 
(1947-) 

<C>Magnum Agency 



ヽ呻 紐
クアタニーニ

ストラデイヴァリ (1734 年）「ex—バロン ・ フォン・ファイリッチュ」

グアルネリ・デル・ジェス (1730年）「バイネ」

かつてフェルデイナント ・ダヴィ ッドの所有楽器だった。

ニコラ・アマティ (1641年）「ハンプルク」

■? さなヴァイオリンギドン・クレーメル自伝』(1993年）

「ロックンハウス・オアシス』(1996年）

『琴線の触れ合い』(1997年）

『クレーメル青春譜 二つの世界のあいだで』(2004年）

O CD-ROM 
[No.64]イザイ ：無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ第3番イ短調

Op.27「バラード」

1976年録音／メロデイア C10-10037/8/再収録 MFSLMFCD 021 / 

(6'12) 

圧倒的であると同時に幻視的な録音。過去にリリースされたヴァイオリン録

音すぺてのなかでも屈指の名演。

[No.65]モーツァルト：ヴァイオリン協奏曲第5番イ長調 K219

第3楽章

ウィーン・フィルハーモニ＿管弦楽団 （ニコラウス・アーノンクール指揮）

/ 1987年 1月録音／ドイツ・グラモフォン 423107-2 /再収録ドイツ・

グラモフォン 457009-2 / (8'55) 

のちにクレーメルの演奏に決定的な影響を与えることになったという、ニコ

ラウス・アーノンクールとの出会いを証言する録音。

カテンツアは R.レヴィン作。

ギドン・クレー;1,i, I 344 




